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異
例
の
警
備
体
制

学
生
78
人
が
逮
捕
さ
る

第
卜
一
沢
麦
保
改
定
阻
止
統
一行
動
日
の
一
月
十
ハ
日
、
全
学
運
は
、
阻
止
国
民
会
議
の
央
痴
と
は
別
有
動
を
と
り
、
岸
全

梅
団
渡
米
阻
止
の
た
め
、
約
二
千
入
を
動
・貝
し
て
.羽
田
空
港
ア
モ
`
を
決
行
し
た
。
し
か
し
、
全
権
団
は
、
警
官
駒
五
千

の
厳
重
な
警
備
の
も
と
、

.日
米
協
調
4
の
ス
ア
ー
ト
メ
ン
ト
を
残
し
、
さ
さ
や
か
な
見
述
り
を
受
け
て
米
国
に
出
売
し
た

こ
れ
ほ
と
ひ
そ
や
か
に
、
ζ
れ
ほ
と
厳
車
な
警
戒
体
制
の
も
と
に
出
党
し
た
全
樵
団
は
世
界
に
類
を
み
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
9

十
五日
午
後
八時
に
は
、
学
生約
五

百
人
が
一般
乗
客
と
共
に
羽田
空
港

ロ
ビー
に
入
り
こ
み
、
午後
十
一時

に
は
、
さ
ら
に
二
白
人が
警戒
線
を

突
破
し
て
空
港
ビ
ル
内
に入
った
。

こ
の
申
に
は
東
大
生
ら
東京
の
学
生

以
外
に
、
道
学
連
九
学連
ら
地
方
学

生
も
多
数
み
ら
れ
た
。十
ハ日
午
前

三
時

空
港
食
堂
に徹
孜で
待
機
す

る
学
生
を

警
官
隊
は包
囲
し

一

時
間
斗
に
わ
た
っ
て抵
抗
す
る
学
生

受
一人
一人
ゴ
ボ
ワメ
キ
で
空
港
外

に
連
れ
出
し
、
そ
の際
不
退
去
罪
な

ど
で
、
層
牛
全
学
連委
員
長
を
は
し

め
、
全
在
京
全
学
連申
執
、
都
学
連

執
行部
、
女
子
学
生
二人
を
含
む
七

十
八
人
(十
ハ日
現在
)
の
学
生
が

逮
捕
さ
れ
に
。
空
港外
に出
さ
れ
た

挙
生
七
百
人
は
、
嗣
夜
から
付
近
の

宿
屋
、
民
家
、
路
傍
で待
機
し
て
い

た
千
人
余
の
学
生
と
合
流し
、
小
雨

の
申
、
沿
迫
で
全
権
団
を阻
止
し
ょ

う
と
し
た
が

警
冒
隊、
右
翼
団
体

の
な
く
る
、
け
⇔
の
実力
行
動
の
前

に
目
的
を
果
し
得
ず、
岸
首
相
ら
を

乗
せ
た
虚
は
、
予
足
の
コ:
ス
を
変

え
機
動
隊
に
励
後
を護
衛
さ
れ
、
定

刻
午
剛八
時
に
空
港に
到
着
し
た
。

一方
、
京
大
生
一十
血人
を
含
む
、

京
都
、
大
阪
学生
阻止
隊
、
労
組
員

一一日八
十
人
は、
午
後
五
時
京
都
か

ら
出
允
し

熱
海
か
b
兼
皐し
乱
黒

都
府
学
連
愛
員長
北
小
路
畷君
(京

大
経
四
)
の
指
導
で
当
初
の
首
相

官
邸
行
き
逆
中
止
し、
労
働
者
六
十

人
を
含
む
約
百
三十
人
で

蒲
田
か

ら
羽
田
空
港
に入
れ
ず
、
付
近
の
学

生

労
働
者
と
抗議
集
会
'〕開
き

そ
の
後
上
尽
し
匹

委
員
長
代
理
に

北
小
路
君
(京
大
)

こ
の
日
の学
生
と
笹
官
隊
の
衝
突
で

学
生
側
は数
人
の
負
傷
者
を
出
し
ま

た
全
学
連執
行
都
は
空
剛の
大
童
逮

捕
で
お
離
一
っけ
た
が
直
ち
に
執
付

部
序
再
建
し、
委
員
長
代
理
に
は
、

京
大
の
北
小路
敏
君
が
就
任
し
に
。

羽
田
か
b
果
尽に
ひ
きあ
げ
た
学
生

は
、
午
削
↓
時か
り汐
谷
な
と
都
囚
十

ニ
カ
所
で安
保
改
足
調
印
反
痴、
大
弾

圧
抗
議
の集
会
を
開
い
に.
こ
の
羽
田

空
庖
テ
巳は

安
保
改
定
阻
止
国
民
会

議
で
全
学
運

労
組
青
年
部
か
り提

起
さ
れた
か
、
う
け
つ
け
りれ
ず
、
全

学
連
囚部
で
も
、
共
産
克
代
々
木
派
、

　

室学
同脅
猟な
と
は
費
脳
せ
す
、
全
字

連
ま
蹴
泳た
け
で
行
な
わ
れ
た
、

18
19
両
日

羽
田
デ
モ
報
告
会

ト
ハ日
一時
か
ら地
諾
、
府
学
通
の
、

羽
田
デ
モ
に
対
うる
弾
圧
反
対

安
保

凋
印
反
対
全
示
部集
会
が
円
山
背
楽
堂

で
行な
わ
れ
、
麹
「
h
白人
(府
学
連

約
二
白
血
十
人
京
大
約
日
一十
人
)

が
あ
つ
ま
っ
た
油、
両の
κめ
、
布
役

所
副ま
で
ヲ
ヒ
行追
を
レ9る
予足
は
中

∬
さ
れ
た
.

十
一
時
か
り法
縦掬
し
教
竃
で
開
か

れ
た
京
大
集
会
に
は
約
血
十
人
が

あ
つ
ま
り

)命大
の
全
尽都
学
生

藥
会
に
参加
し
～、
ま
曜
日
の
午
後

悪
天
候
の
疋め
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
力
円
山
自
楽
盛ま
で
、
静
か
な

ヂ
モ
をお
」
ない
、
京
大
か
ら
の参

加
僧は
、
字
旧
分
校
な
と

直
接全

京
都
集
会
に
参
加
し
κも
の
岸
あわ

せ
て

B
人
迄
こ
ん
ん

な
お
、
十
九
目
に
、
弾
圧
と
麦保
批
准
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道
徳
教
育
が
必
修

文
部
省
は
昨
年
秋
、教
負
免
許
必
修
課

目
に
遁
徳
教
肴
憂
四月
か
ら
加
冗る
よ

う
施
行
規
則
岸
省
令
で変
え
にが
、
全

学
連
は
そ
れ
に
反
対し
て
一月
二
十
日

に
文
部
省
と
会
見
、中
教
審
答
申
に
よ

る
教
員
整
成
制
度
改定
と
も
か
ら
み
合

せ
て
金
国
的
に
反
対運
動
を
起
す
。
京

大
で
も
二
十
四
日
に同
学
会
が
教
育
学

部
と
会
見
す
る
。教
員
免
許
の
た
め
の

科
目
は
、
一般教
養
、
専
門
科
目

教

職
科
闘
の
三
本
立
て
に
な
って
い
る

が
、
こ
の
た
ひ
の改
定
で
は
、
教
職
科

目
の
中
に
遭
徳
教育
二単
位
を
必
修
と

し

一般
教
養
の必
修
科
目
に
こ
れ
ま

で
の
憲
法
の
ほ
か
に塔
学
、
倫
理
、
宗

教
員
免
許
取
得
規
則
変
る

教
か
b
一科
国
を
加
兄よ
う
と
す
る
も

の
。
一,一十
血
年
入
学生
か
ら
適
用
さ
れ

る
が
、
在
学
中
の」色も
受
講
づ
Oほ
う

が
望
ま
し
い
とさ
れて
い
る
。

教
職
科
囲
で
は、
教
育
原
理
、
教
育

心
理
、教
課教
倉
法
、
選
択
科
目
三

単
位
ず
つ
と
教
脅
冥
習
二
単
位
の
剤

十
四
単位
に
適
徳
↓単
位
を
加
冗
よ

う
と
す
⇔も
の
た
が
、
京
大
で
は
原

卿
、ル鐸
、教
課
教
鳶
法
に
四
単
位
ず

つ
与
冗
てい
る
の
で
、
原
理
や
心
理

の
中
に
垣祉
」
お
り
こ
む
こ
と
も
考

え
ら
れて
い
る
が

ま
だ
具
体
化
し

て
いな
い
。

教冑
学部
目治
会
で
は
こ
の
改
足
に
反

対
を
碓認
、
十
二
月
の
学
生
天
会
で
も

教
員
蚕成
制
度
に
つ
い
て
の
中
教
審
禽

申と
⊥ハに
討
議
、
教
政
と
も
幽
し
合
っ

てい
る
。

京
都
¥
蓋大
蓼
で
は
囚
月
か
り
異施

が
決
定
し
て
い
りが
、
同
大
学
目治

会
は
刀全
賦職
闘
印
と
hハに
撤
回
運

動
じ
て
い
る
、」

薬
学
科
、
学
部
に
昇
格

昭
和
↓
十
乱
勾
度予
算
の
う
ち
又
部
省

関
係
予
算
案
によ
る
と
、
従
裏
か
ら
の

懸
案
で
あ
っ
た
医学
部
薬
学
科
の
襲
学

部
昇
格
か
は
ほ本
決
り
と
な
っ
西、
薬

工
学
部

・
二
学
科
を
新
設

字
部
に昇
格
つ
りと
し
て
も
、
さ
し
当

り
足
員、
講
埋
は
ての
ま
ま
つ
冗
慨
い

て移
祖
づ
りの
で
大
、"な
変
化
は
な

い。

ま
κ
大
威
省
ゆ
り又
都
個に
内
ム

の
の
った
予
算
案
に
よ
Oと

科
芋

技
術
取塊
の
一辣
」し
」
京
大
関

係
で
工
字鄙
に
精
袖
工
字
君
と
倉
脳

化
学
科
が
増
成
さ
れ
る
。
両科
」ハに

定
員
は
凶
十
人

従
っ
て今
轡
の
入

辱
試
験
で
は
工
学
部
は
八十
人
の雰

継
増
貝
に
な
り
詳
細
は
本紙
受
験

生
特
集
弓
ぴκは
工
学
部
事務
鍵
ま

一

に
抗
議
つ
る
ち
ょ
っち
ん
デ
し
が
、
地

議な
ど
に
よ
っ
てお
こ
な
わ
れ
る
。
円

山
音
楽
蜜
を
七
時
に出
発
す
る
予
足
。

ま
κ
、
各
大
学
では
、
十
八
、
十
九
の

両
日
刑
田
デ
モ
参加
名
の
報
葛
会
が
お

こ
な
わ
れ
る
、

二
十
自
日
は全
学
連
の
教
員
養
成
制
度

改
悪
反
対

安保
批
荏
阻
止
の
第
一次

統
一行
鋤
か全
国
でお
こ
な
わ
れ
る
こ

と
に
継っ
てい
る
。「
、
一3
⊇
、
一ン

姉
妹
の
縁
結
ぶ

こ
の
ほと
暴大
は
米
国
ミ
ソ
ガ
ン大
学

姉
妹
と大
学
の縁
オ
紹
ゆこ
と
にな
っ

た
。
五日
づ
で
に

高
坂
教
冑
字部
長

は
下
準備
を
か
ね
て
米
国
へ
視察
に向

っ
た
。正
式
に姉
妹
に
な
りの
は、
四

月
に
予
足さ
れ
て
い
りv
沢
総
長
が渡

米
し
た
時
にな
る
が
、
関
西
原
子
炉設

置
問
題が
瓢
行
し
て
い
る
た
め
、平
沢

総
長
の渡
米
日
程
が
確
定
せ
ず
、従
っ

て
劾妹
契
約
轡
に
サ
イ
ン
いり⇔
日
は未

定
であ
る
。

こ
の
副
画は
、
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ
:財

団
の援
助
に
よ
っ
て
、
一九
五
一年

ミ
シ
ガ

ン
大
学
と
文
化
交
流

か
り
ア
メ
リ
カ
・サ
ンマ
ー
・ヒ
ミ

づ
ー
が
ス
タ
ン
ノ
ォー
ド
、
ミ
ソ
刀

ン
両
大
学
の
講
帥団
を
招
ご
庁大
で

開
か
れ
て
い
～か、
昨
β
終
ゴ
し
た

の
を
機
会
に
ミ
ンガ
ン両
大
学
と
改

め
て

学
術
研
究
の
父流

ほ
か
る

こ
と

約
東
し
ら
つと
い
つも
の
。

現
在
は
ミ
ン刀
ン
大
掌
の日
本
研
究
を

通
し
て
、
留
学
生
の
の
っせ
ん
や
便
宣

を
は
か
る
程
度
だ
刀将
来
は
父換
一教授

の
招
何、
研
究
資料
の
父換
な
ど
が
仔

わ
れ
る
こ
と
に
な
つつ、
翼
体
的
な
事

業
計
劇
は

総
長
の調
印
'智待
つ
て
か

一
一

一

唱
幽
、

7
、
一

q
'
一

[も

F
駈

騨
㍉
ρ

、
一
ち

旧
一
㍉
'

簡
幽
も

'.

か
ね
て
か
り問
題
と
な
って
い
た
大
学
院
制
度
改磨
の
う
ち

議
弔
務
局、
策
日
本
ヅ
ロ
ノ
ノ
鷲
務
局
めて
込
って
い
た
。

中
心
問
題
であ
る大
学
院
学
生
に
対
す
・勾奨学
金
の
増
額
お

昨
奪
ト
ニ
月十
ぎ日
の
全
院
協
第
囚回
代
炎
者
会
議
で
は
、

よ
び
改
善
は、
昭
和
三十
五
年
度
予
算
案

文
部
省
関
係に
よ
れ
は
、
従
来
と
変
化
の

な
い
も
の
とな
り
、
全
国
大
学
院
連
絡
協

議
会
の
要求
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

全
因
大学
院
連
絡
協
議
会
は
昨
年
十
一

月
二
十
二[口に
西
日
本
ブ
ロ
ソ
ク
第
一

回
代表
者
会
議
を
開
き
、
輝
木
予
算編

成
期
を
伽に
ひ
か
冗て

奨
学
金
問
題

に
関
す
る署
名
一二
二
四
を
集
副
し
、

十
一月
二↓
四
日
東
大
で
開
か
れ
た
東

日
本
フ
ロ
ヅク
会
議
へ二
人
の
代
表
を

派
遣
し
た
.そ
の
時

要
望
事
項
の
最

終
的
な
検討
序
行
な
っ
て
「大
学
院
独

自
の
予
算力
講
ず
る
」
と
い
う
遍
加
瀞

項
や
部
分的
な
修
正
を
行
な
っ
た
が、

と
く
に奨
学
金
関
係
で
は
博
土
過
程
一

万
五千
円
(現
打
一力
円
)
修
ま
一
刀

円
(六
千
円
)
の
要求
を
も
り
込ん

で
西
日
本
フ
ロヅ
ク
事
務
局
で
は

全国大学院連絡協議会

大学院白書を作成

 

合
副
四
唄
目
か
ら
な
る
要
望
葺
項そ
取
り
ま
と
め
た

そ
の後
、
各
大
学
院
に
発

払し
た
声
明
又
ろ
又
鄙
省
関
係
課、
各
又教
委
員
、
学
術
会

で
。

今年度予算一奨学金ふえず
畏
期
の
基
本
課
題
とし
て
「大
学
院
制
度

」
の
種
々
の
問
題
点
の倹
劇
のた
め
、
今

年
に
か
け
て
「大学
院
臼
噛
」
作
成
の
試

案
の
検
討
を
行
っ
た
沙、
大
綱
は
承
泌
さ

れ
た
。
そ
の
試
案
に
よ
る
と
、
「大学
院
白

轡
」
作
成
す
Qた
め
に
U
つ調
血
期
間

は
三
期
に
分
れて
い
る
、
第
一
期
"

「調
査
項
目
」
決
定
の
砧め準
備
誼
議

期
間
(カ
月
の
栴
ハ回
代表
巻
会
議
で

最
終
的
結
果
の
報
口予
足)
第
二
期
拙

「調
査
坦
口
」
決
足
の期
間
(五
月
中

旬
以
降
)
第
二
期
11
凋査
実
施
の
期
聞

「調
査
唄目
」
訣
短
の
にめ
の訂
議
負
制

は
(一)
大
学
院
字
生
の構
成
(二
)
大

字院
学
生
の
些
拙
条
件
(一)
大
学
航
学

生
の
研
究
生
活
(四)
穴学
院
制
度
の
予

算
と
施
設
(
しヱ)
大学
院
制
度
の
研
究
ン

ス
テ
ム
(
ハ)
研
究
の
場
で
の
組
織
(ヒ
)
大
羊
院
課
程
終

コ後
の貨
障
の
大
綱
ヒ
項
目
に
分
れて
い
る
。

邑
一

、

臼
一
ら

'

儒
「
'

一
}

【
一
」

'
、
[

一
J

r
幽
'
、

r
隔

ρ

げ
鴨

一
、
'

一

畠
暫

天
篁
遠
暫

縫
藤

鏡
も
新
設

山
人
又
台
の反
射

盟
窟
鏡
(口
経
ハ↓
残
)
建設
費
用
と

し
て
千
九
日力
円
か
認
め
り
れ
4、

億

円
計
上
さ
る

関
西
原
子
炉
設
置

さ
ら
に
住
民
説
得

へ

四
礼、煕か
父
勤町
浄敷
地
決
定
も
み
ず

田
に
召
い
ま
ま年
を
」し
た
関
西研

究
用
原子
炉
の
没
置
に
灯
し
て

十
二

日
閣
議武
疋

み
」昭
和
二卜
力
年
度

シ
算
に
に
一偲
H
副⊥
さ
れ
に
、

昭
和
↓
r
石
度
予
算
で
は
し
め
て

予算
化
ご
仙て
以
玖

用
地
問
題
の

解
決
小
つ
沙
」、
四
度
目
の
予
算
と

い
っ珍
りし
い
ウ
ー
ス
に
な
っ
て
し

ま
つ
κ.
二
十
圏
年
よ
り
自
唯
円々

円
増
額
さ
れ
て
い
0が
、
う
ち
わ
け

は
敷
地
建
物
に
一憾
円

炉
に
一億

円
て
の
り.

尿
人当
局
の
杉
ん
側は

四
香
目
の
侮

浦地
で
のる
四
条
腰
地
B
へ
何
と
か
し

て斐
置
し
κい
も
よ
2
」
設
置
反
刈

の住
民
へ
の記
俘
う
つ
け
0こ
と
に

な
ろ
つ。

い
。"この
」と
目
体
9問
題
は
非
.吊に

大
き
い
ー3、
こ
こ
で
は
朋者
に
つ
い

で
、中
心的
に
と
り
のつ
か
お
つ
と
囮い

う
。自
然
科学
弗
の
学
問
研
究
に
つ
い
て

は

現
右
、
プ
同
研
究
は
必
然
的
な
も

の
と
な
っ
て
い
勾
芽
大
の
基
礎
物埋

学
研
究
所
は

ての
全
国
的
な
一大
セ

ン
タ
ー
と
い
う
こ
と
が
で
き
、卿
論物

理
学
は
、
も
つ
と
も
い
く
か
り
、理
研

の
仁
科
研
究
箏
オ
中
心
に
共
同研
究
が

お
こ
な
わ
れ
C
い
に
あ
門
で
ある
が
、

そ
れ
以
外
て
も

や
は
り
昨
年京
大
で

冗
成
し
に
、
宵
声
タ
イプ
や、
現
在
間

題
と
な
っ
て
い
る
関
西研
究
用
原
子
炉

に
つ
い
て
も
、
封
同
研究
は
、
顕
考な

特
徴
と
な
っ
て
い
る
で
は
、
人
又、

好
会
科
学
に
つ
い
て
はと
っで
あ
ろ
っ

か
。

三

入
ズ
、
、
〈、科
メ
系
の共
阿
研
究

も
、戦
後
は
徐
々
に
さ
ひ
ん
に
は
な
っ

て
い
ω、
さ
さ
に
のけ
泣
人
又
糾
研
匹

d
命
の
研
究
や

同
し
島
口
本
齢
の

「叡
騒
動
の
研
究
」
、
あ
りい
は
、歴

史
学
研
究
会
が
お
こ
な
っ
て
ざ
凡茸次

大
会
て
の
統
ご
ンー
マ
の
研
究允
表
と

講
論
、
法
学
韻
の
巻
夢
等
偵の研
究
会

そ
の
ほ
か、
戦
後
、
各
樫
の
侶界
で
虻

起
さ
れ
た
問
題
に
、多
か
れ少
なか
れ

u、同
研
究
か
関
係
し
て
い
ゆと
さ
ん
口

え
る
.
そ
れ
に
もか
か
わ
b一り、
大
字

の
教
室
の
中
に
は共
同研
究と
い
コ形

式
が
ト
分
に
と
り
い
れ
り
札て
い
∂と

は
恩
わ
れ
な
い.
こ
れ
には
、
人
又
・

名
会
≠野系
の
研
究
は、
本
畳
的
に
個
人

個
人
で
お
こ
な
わ
れ
りべき
も
の、
と

い
っ観
ま
が
あ
る
こと
や、
教
冤
偉の

セ
ク
ト
仁
識
と
い
,も
のが
4
剛し
て

い
る
こ
」に
も
原因
か
の
0
¥
業
論

文
に
し
、も
¶、同
研
究
に
よ
勺も
の

はみ
と
め
り
段こ
い
な
い
.

た
も
の
も
、
騨ζ
の
系
列
に
2
、"
く
八
り

こ
ん
て
は
し
め
て
得
り
れ
る
と
い
つ
、

,ゴ間
の
遺
歩
に
と
っ
て
琶
し
も
へ
、ご
蟄

偲
も
改
温
.さ
れ
て
い
な
い
。

仙会
が
進

少
レリ
リ
に
つ
れ
て
学
問
の
対
称
も
榎
雑

に
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
各
個
人
の

能

刀
の
み
に
に
よ
っ
て
い
勾
学
問
制
度

も
桐
考
つ
.り
時
期
℃
は
な
か
ろ

,
津
。

,・生
に
つ
い
て
い
つ
な
り
は
、
主
論

と
協
同
作
乳

」粗
し
て
允
揖
さ
れ

り
寵

力
は
、
尊

魁
し
な
け
れ
は
な

b
な
い
、

高
等
㎏
版
ま
で
続
け
り
孔
た
こ
の
戦
後

の
民
主
教
育
の
成
果

(
局
㍉
学
拷
に
つ

い
て
は
イ
↓
分
と
い
ん

リカ
)

刃
、
入

学
に
お
い
て
ほ
と
ん
と
生
か

さ
れ
な
い

と
い

っ
の
は
改
め

り
必
捜
油
あ
θ
。
あ

ら
ゆ

0
問
題
に
つ
い
て
、
牛
団

d
論
、

俸
団
研
究
ズ
σ
い
、
口
分
の
知
・

増

汽
さ
㍉
重
度

'
み
ん
な
ノ
刀
ー
こ
↓」
ツ

ー
ク
ル
選
動
も
、」
聴
山
り
も

の

ぴ
♪
つ

う
.

b
v薦
さ
れる
も
の
と
み
りれ
る
。

ミ
ン
ガ
ン
大
事
は文
学
部
史
学
科
、
大

掌
院
の
趣
東史
学専
攻
で
日
本
史
が
中

少
q
文
痂
史
は副
次
的
存
在
に
な
っ
て

い
て
特
色
示
し
」い
る
。
研
究
所
は

ア
メ
リ
カ
℃
昨
一
の日
本
研
究
専
門
の

機
関
て
O
①三
〇『
♂
『
』偶o簿
ロ

①ωo
qnε
臼
oω
と称
し
て
い

Q

「極
東
史
」
の
」
・
小ー
ル
教

授
、
「日
本
敬脅
史
」
の
ア
ン
ダ
:
ソ

ン
数
授
な
ど
が
主
にな
って
活
躍
し
て

い
り。マ

ラ

ヤ

の
学

生

京

大
生

と

交

歓

卜
八
日
、在
日
マラ
》
、
シ
ン
ガ
ポ
:

ル
学
生
と
尿
大生
の交
歓
会
が
開
か
れ

た
。午
削
」-時
ゆ
b、
学
生
果
会
所
で
皐

球
大
会

り
後
二時
ゆ
り
自田
分
叡

体
青
館
で
親
善
ハ
ト
、ン
ト
ン
大

会
、牛
後
ハ時斗
か
b楽
友
会
館
で

マ
ラ
V
の
銀製
品
、
写
真
展
月と
合

唱

舞
踊
ー
劇、
衣
裳
紹
介
、
映
画

な
ど
℃

楽
し
く親
養
の
民
間
外
父

3
つ
こ
.

'イ

7

㎜
論

川

㎜
評

㎜

㎜
園
㎜

川
學
川

一

・

昨
母
人
文科
研
西
洋
部
の
μハ同
研究

第
三
作
「フラ
ンス
革
命
の
研
究
」
が

完
成
し
、十
二月
に
出
版
さ
れ
た
。人

文
科研
は
、日
本
に
は
数
少
な
い
、
社

会科
学、
人
文
科
学
の
研
究
セ
ン
タ
ー

の
一つ
であ
る
が
、
こ
れ
ま
でに
「ル

ソ
ー
研
究
」
、
「百
科
全
憎
研
究
」

で、
学
界
に
新
風
を
吹
き
こ
ん
で
き

た
、
こ
の機
会
に
共
同
研
究
の
悪
義
に

つ
いて
考
兄て
み
た
い
。

私
た
ち
は
、
戦
後
教
育
の
中
で、
語

し
あい
と
協
力
と
い
つこ
と
搾
身
に
つ

け
た。
こ
の
方
法
は
、
私
た
ち
の日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
ろ
い
りな
と
こ
O

に
封
か
さ
れ
て
い
る
。
た
とえ
は
、
ク

ラ
ス
f
議
に
し
て
も
、
ある
い
は
ト
一

共
同
研
究
の
促
進
を

学
問
の
進
ル
発
展
の
た
め
に

月
祭
で
ク
ラ
ス
演
劇
を
や

り
と
き
に

し

て

も
、
話
し

の
い
と
、
齢ご
れ
に
も
と

ゴ

く
協
力
力
お
こ
な
わ
れ
な
い
こ
と
は
な

い
。
と

こ
り
℃
、
私
た
ら
が
身
に
つ
け

て
い
る
こ
の
方
払
が
、
学
問
に
か
ん
し

て
み
る
な
ら
、
↓
分
に
生
か
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
弩
え
る
と
、
こ
の
点
に
か

ん
し
て

は
、
必

.9
し
も
サこ
う
で
は
な

い
。
な
ぜ
、
輔ご
う
な
の
で
あ

り
っ
か
。

二

・

字
問
研
究
と
い
う
作
業
ζ
、
74

に
ち

字
生

沙
お
こ
な

っ
の
は
、
一
つ
は
メ
学

の
教

「
に
お
い
て
で
あ
り

も

つ
一
つ

は
、
日
モ
的

ホ
研
究
サ
ー
ク
ル
に
お
い

て
で
あ
.9
。
こ
の
後
と

に
つ
い
て
は
、

現

勺
の
月
大
に
・49
い
て
は
、
け
っ
し
ご

創
、鳥
的
な
活

動

弦
41
る
と
は

ん
"

四

で
れ
て
は

大
誤
の
中
て
、共
同研

究

い々
っ
ご
つさ
の
ん
と
な
りた
め
に

は
、
と
つい
♪
」
」
刃必
環
な
ので
あ

ろ
つ
か.

け
っ
さよ
く
の
と
」
つ、創
造
的
な

科
学
の
発
臓
は

内
然
、人
又、
社
会

科
ヂ岸
間
わ
ず
、
個
人
燗人
のは
bは

ら
仙研
究
て
は
、
の
ζめ
な
いと
い
2

こ
と
が
、
十
分
に
認
識
さ
れな
け
れ
は

な
りな
い
と
い
つ
こ
と
℃あ
り.

し
♪し
戦
後
の
教
甫制
度
民
主
化
の

動
き
に
〕か
か
わ
り、9、
大
掌
の
中
で

は
明
治
五
年
の
大学
腎以
叢
の
一人
の

教
授
を
駆
界
と
し
て、助
教
授
、講
帥
、

助
～
と
い
つ
に
椴
の職
制
(講
座
制
)

が
厳
熟
と
のり
名
人
か
て
の系
列
の

枠
オ
紆
り
、
}ζの系
列
の知
識
片
路
製

∫
りこ
と
々
ノ
カ
ヲ
ミ
スム
の
仁
貰

と
い
っ
た
拷
κ
ノ
ま
た
査
」残
⊃て

い
りの
」ブ
ゆ

・昌
の地
伊
と
い
っ

と
一

曽
曇7

ス

ポ

ー

ツ

國
一
一

写̀

昨
勾
の
十
二月
中旬
か
b新
年
に
か
け

て
、
個
例
の
東
幽大
学
対
凱
ラ
グ
ビ
:

'始
め
と
し
て、
駅
伝
、
ア
イ
ス
・ト

ソ
ウ
ー
など
の冬
孚ス
ポ
…
ツ
が
行
な

わ
れ
た
.京
大
の
遍
動
部
て
も

各
種

目
に
参
加し
て
健
闘
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を

ニ
8ニ
=
ニ
【=
一■ニ
一一=
一=
一〇=
=
一一=
二
圏
一=一一一一=
一口二
=
=
ニ
=
■
一曽=
曽一一=
一■
一=一一一層二
一■
一二
一=
=
ニ
■
一一一=
一一一一一■
一二一一一一一一一編
一一=一二
"二
馴
=
一一に

白
象
伽
藍

認
c)を
発
掘

一

多
く
の
成
果
あ
げ
る

塁ス の 」 刀 い て は と 論 は な 紀 ナ 紀 で ガ κ 爾
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趨 レ

委日日齢 招 百芒箋駐1
、そおつ亀詮魁 薇 象奮虹

、鐸 難 難
班 キ十 十伽 て ⊥L十出 はを
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除
い
ては
、
モ
れ
そ
も
優
秀
な
成
績
を

覗さ
め
に.
げ
京
大
二
位
に

終
る

京
都
学
生
駅

伝

まず
十
二月
十
三
日
に
京
都
新
聞
往

主
催
の
京
都
学
生
駅
伝
が
一15
な
わ

れ、
京
大
は
二
位
を
占
め
に
。

東
大
と
引
分

げ
る

鴨

ラ

グ

ビ

ー

つ
つい
て
十
二月
二
十
ヒ
日
に
秒
父

冨
ラグ
ピ
ー
場
で

ラ
グ
ビ
ー
の
対

東大
定
期
戦
か行
な
わ
れ
た
.
戦
前

優
勢
を伝
え
ら
れ
た
京
大
は
、
フ
ォ

ワ
ード
、
バ
ソク
ス
の
連
絡
悪
く
、

結
局
11
111
の
引
分
け
に
終
っ
穐

新
年
に入
って
、
一日
、
五
日
に
そ

れ
ぞ
れ慶
応
明
治
と
対
戦
し
、
大

差
で敗
れ
た
.

国
立
五
大
孚
域
で
優
勝

ア
イ
ス

・
ホ

ッ
ケ
ー

ま
たア
イ
ス
・お
ソ
ケ
ー
は
、
一月

七
、
八日
に
北
海
遭
で
国
立
五
大
学

戦
に参
朋し
、
優
勝
を
と
け
た
、

二
十
四
日
に
厚生軽
育

ス
+

窒

離

寵

ノ
スキ
ー
場
で
開
催
す
る
ス
キ
ー
教
室

の
疹
加
石
を
勢集
し
て
い
た
が
、
十
四

日
=
Q
人
の
足
員
に
達
し
た
の
で
、

申
込
み
七締
切
つた
。

二
十
四日
午
別六
時
囚
十
分
学
生
部

肘
へ集
合
し
て
マ
キ
ノ
へ
向
い
、
十

時
か
b午
後
94
時
ま
で

ス
キ
ー
部

の指
導で
教
筆
を
開
く
.
積
鐵
惨
少

の場
合
、
三十
一日
に
延
期
も
考
慮

さ
れ
てい
る
が
、
未
確
足
、

昨
年
は、
ハイ
キ
ン
グ
臨
時
コ
ー
ス
を

多
く齪
け
た
の
で
」の
ス
キ
ー
教
窯
は

体育
臨
詩
コー
ス
の
取
扱
い
を
う
け
な

い。

販
時
計
台
下
の
下
原

売
店
の
生
協
移
管

が
昨
秋
実
現
し
た

の
は
長
年
の
懸案

解
決
と
し
て
宮
こ

ぱ
し
い
こ
と
てあ

っ
κ。
アCの
跡
へは
法
経
地
下
の
轡籍

部
が
杉
つ
た
が
、
売
場
画
禎
が
則
と変

り
ない
の
は
少
し
期
待
は
ず
れ
の感
が

あ
る
▼
あ
と
の
残
り
の
場
所
に
は花
谷

喫
兼
〆
随
し
㌧、
二
月
こ
り
に
喫兼
部

が
店關
き
う
り.
轡
鞘
郡
は
今
ても
亦

子で

売
場
圓禎
を
大
き
く
す
れ
はそ

れた
け
亦峯
も
入き
く
な
0か
b
たと

い
つ.
学
外
か
ら
尋円
の
力
引
帥
か入

つ
にり
し
て
盗
難
渤多
く

ま
戸～再販

委員
会
(小
卯店
の
組
含
)
か
b
九分

割
引は
困
Qと
い
っ狙
い
串
入
41も
の

り
、轡
結部
も
な
ひな
か
大
変
で
は
あ

る
▼
化谷
喫
乗は
辺
ヒ
な
と
」り
にあ

つ
て知
り
昼い
≠
生
9多
く

ど
っ
や

り
亦
許
閣出
さ
な
い
程
度
の
経
口だ
か

b

こ
れ〃
院
止
し
て
時
㎡
台
下
に高

級
喫
《
蚤
'作
る
の
だ
と
い
つ
芽
大

生
は
街
へ出
ても
よ
く
喫
兼
店
へ
入
る

の
た
か
b

こ
つい
つ
匂の
が
のる
の

は
、
職
員
の
ため
に
も
便
利
た
り
つと

い
っ
の
カ
ごの理
田
凡▼
てれ
に
し
」

つ寸
の
蕾
総都
は
た
し
か
に
夢
い

本

棚
の
数
は
朋と
設
bな
い
よ
つだ
"面

積
は
塑
く
ム
っ
に.
三
十
人
も
入
れ
は

人
℃
埋
ま
って
し
嵐い
、
あ
と
か
り
八

り気
9なく
な
ω
家
の
種
知
も
ま
た

ま
κ1分
と
は
い
えな
い

》
門
画
は

も
ち
つん
所
刊
へ,も
もつ
」増
冗
て

よ
い
.以
朋下
原
簡
店
力
やつ
て
い
～

O命
屋
ノ
蟄
'}凋し
～の
つご
ひ
し
い

」と
に
▼喫
7セ
も
の
萄に
」し
}.」

こ
は
な
い
"ξ
つ
っの力
帳
大
早
同
辺

ω
緊
門
店
に
ま
か
セ
、大
戸の
生
陽
」

P
㌧
紺
にも
つ
」人
一}な
ノ
イ
ト
」

雌
か
れ
、し
か
勺
へ
こ
」

娼場
」人

ご
、
'つ
ぐ
ト
の枢
炉
℃
ウく
な
孔
は

、
ノー
⇔
も
御
)9
の
」
、
♪い
か

」の
停
V
ーお♪

i

の払
くの
方
ノ

f
♪
」
」,り

f
ー
σ

J・D・ パ ナ ール
　 鎮目恭夫訳

コ

本
憐
は
戦
争
へ
の道
に
費
さ
れ
る
翼
穴な
物
的

人

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ーが
平
和
Nの
途
に
獣化
さ
れ
る
な

ら
ば

畢
か
に
して
平
和
な
村
《
が

世代
の
つち

に
作
の
あ
げ
ら
れる
と
い
つこ
と
を
案
証
的
月
つ

旧
体
的
に
描
き
出し
陀
画
期
的
な
労作
で
あ
る
。
本

辣
ξ
は
先
進
国
～微
遽
国
と
の
経
斉
的
ギ
ャ
ソブ
、

新
し
い
世
弾
に
即
陀す
る
教
育
と
研究

平
和
な
杜

会
への
プ
ロ
〃
フ
ム等
に
つ
い
て
観
～。
(盆
二冊
)

B
6
司
ナ
卿
幽人
上

三
三〇
円
下
三
五
〇
円

世
界
憲
法
集

岩波交庫

(25
日
発
亮
)

宮

沢

俊
義

編

価
一六
〇円

憲
法は
園
家
の
右
亨
と
、
'
の暫
格
か
決
宕
づる
基

本
的蚤
件
を
定
め
る
根
本
汐で
あ
り

最
需
法規
で

ある
。
音
は
法
は
不
交
捏
であ
った
カ
、
最
初
アメ

η
カ
で
成
丈
懸
泓
が
で
き
そ
の
畿
十
九
想
紀を
通

じ
て
世
界
を
立
配
し
た
。
こ
こに
は
、
歴
史
及び
性

格
を
異
に
す
る
代
表
的
な九
ヶ国
(ア
メ
ーーカ
、
西

ト
イ
ソ
、
フ
ラ
ノ
ス
、
ソヒ
」ト
、
中
国
、ベ
ル
ギ

ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ユ
ー
7
ノト
、日
本
)の
現石
懸
法

のム
丈
と
を
の
懇
切
な
解
況を
収
め
た

儲
響
桑
贈
調
ひ
嬉
騰

岩
波
書
店

【全4分 朋】ン主義の基礎一
一

 

御レスクマル

1
月
下
旬

第
1
分
朋
発
売
!

日
本
共
彦
党
寛
伝
教
育
部
/訳

日
本
共
産
党
中
果
委
員
会
.ー発
行

こ
の
本
は
、
ソ
連
邦

共
産
党
中
央
委
員
会
の

指
導
の
下
に
最
局
の
学

者
と
実
践

泳
の
協
力
に

よ
っ
て
出
来
上
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
ーー
レ
ー
ニ

ン
王
義
を

哲
、子
、
政
治

経
済
、
戦
騒
、
戦
循
、
社

会

上
義
の
理
論
を
ふ
く

む
統
一
さ
れ
に
体
系
と

し
て
易
し
く
解
説
し
て

い

θ
。
最
瀬
の
埋
論
上

の
放
果
と
と
も
に
、
国

際
附
な
経
験
も
と
り
い

れ
て
お
り
、ま
に
、当
曲

す

0
草
命
の
形
嬉
、
平

和
移
行
、
統

一
戦
線
等

の
讃
問
題
に
も
多
く
の

紙
面
を
さ
い
て
い
る
。

と
く
に
広
は
ん
な
説

考
を
海
象
に
し
た
画
期

的
な
も
の
で
あ
0
9

ヨ謹鑛二矛:塗雰器§琶8胃§雰1幕ヨ88胃発売中全3分 朋

 

史党産

M
B6
判

剛
予
価

第
ー
分

冊
一五
〇
H

第
2
～
4
労
冊
二
五
〇
H

●ソ 連 邦 共

 

刀
禰
"
衣
卜
局
ド
弓

R
ー

/

し
N
八
刀
hb

日

本

共

産

党

中

央

機

関

紙

経

営

局

、
申
、
}み

、

ω
彗
ー

ノ
刀
ハ
タ
分
局

'

に

ー
茜
投

組

局

へ
、

民
法

嘉暴鰭 編集

例

題

解

説

桟
法
演
習

議
離
縫
羅
響
解
説
爵

別
冊

(全

三
巻
)

A
5
判
葵
装

振替耀京三七〇番

 

・
物
槽

コ
八
〇
円

閣

「民
決
演
習
」
全
寵巻
の
発
結
を
機
に
、同
書
に
収
め
られ
元

各
例
題
に
つ
いて
薪
た
に
摺
当
教
授
の懇
切
な
解
説
を
付
し

て
拷
ん力
の
筋
道
ゼ
つけ
、
特
に
窟
要な
判
例
学
説
を
示

し
た
姉
妹
編
。
研
究者
の
正
確
な
知
識
の把
握
、
応
用
的
能

力
の回
」
に
最
大
の効
果
准
与
λ
る画
期
的
な
補
助
教
材
。

∬
債

櫓

二
八
〇
円

皿
親
族

・
椙
続

(三月
刊
行
)

谷
口
知
平
・加
藤
一郎
欄
築

全
覧
巻
ー
完
結

-
総

則

W
債
榴
各
諭

民

法

演

習

問轄

が

総舗
.墾
翻

斐有
東京神田
神保 田∫

三浦つとむ著 一一]

大 衆 組 織

の理 論
¥360

灘なる経験のつみかさね、外国におまる理論
のやきなおしの時代は過ぎさっ元。本轡は嵜
名目舅の理論を基礎とした豊冨な実践的経験
によっζ「曲り角」といわれる大衆運動に理
蹄を与え、覧面せる種 の々問題を解明し、今
彼の大衆運動に活路をしめす体系轡である。

村田宏雄著

裁 判 科学 ¥480

裁iヨの公正・迅速をのぞむ}署は商い。凸日の
料学の時代に、前世紀の遺物を感じさせる裁
判過程に耕学のメズをくわえ、最新科学理論
を導入した本膏は、建設的裁判批判の誉、二
昌一ルックの法社会学嘗として完成された.

振替寅京1
75253

 

房

一

勤草耳芝東神田
駿河台2

学
設

・
判
例

・
図
解

全
28

巻

 

詳
解
法
学
便
覧
★目録星★

擬替蒔万七
二九四

末
川博
斐

薦

噸
隔
灘
吻
観
識
縫
餌
醐残

 ★収
訂
版
発
、%
中
★

篤
ハ,
語

辣

Q。
順

新
同

社論評

M

・
ラ
イ
ト

近
代
経
済
学
入
門

下
巻

山
躍
絶
叡
三
九
〇
H
東京神田神保町
二

A
・
ク
ラ
ン
ト

西
刺
勝
彦

・
長
谷
川
溢
,罰
訳

B
6
ー
裂
天
0
円

社
会
圭
義
と
中
間
階
級

 
現
代
は
中
間
階級
時代
炉?

こ
の
間
に
正
し
'、台
ん0も
の
力
政
沿
と
又
化
の
指
轟
性
を

も
つ
だ
りう

高度
貞
本
コ
蟻
国
イ
詳
リ
ス
の
動
同
の中
に
9
へて
の
国
々
の
原
型
'探
6

ベ ヌ トセ ラー 界 の新 鋭

リ ロノ ・らい ぶ ら りい

4、B61郵 火 装 各170円

出
世
を
し
な
い
秘
訣

J
P
ラ
ク
ロ
ウ

図
岡
断
潮
特
筆
'始
め
こし
て
硝題
集
申
の
快
署

椎
名
其
訳
絶
費
七
版

人
間
失
格
に
挑
戦
いり
り
」く
まし
い
現
代
の
知
性

イ
ヴ
・モ

ン
タ

ン

灘
努
漁

りこの人
と
烈
ζ歌
オ
舶
か
に
解
明
一-
勾現
代
ン

ン
ソン
への
最
上
の
案
内

社論理露甥寵鷺で

最高裁黎法と政治
鶴 翻 ☆砂川判決を中心に★ 劉 露

最 後の法 廷はこれから始 まる 貰野 鍛
最 高裁 判 決の欠 陥 と矛 盾 恒藤 熱

砂 川 事件 破 棄判決と憲 法 木村亀二

判 決 ヒ安保 条 約・自衛 隊 戒能通孝

判決と統治行論論など 今村成和
懸法褒保条約の_側 面 高野雄一
判沃と「世界法」の立場 天野和夫

砂川判決における法の解釈
入1寺 沢 平野 佐藤 和田橋本

最高盟と法及び政治 ・長谷川IE害
続 判決と法の解釈 ・渥辺 洋三
最高裁メカニズム論 和田輩火
刑待法二条の意味 ・藤木英雄

伊達判事に聞く ●集部

最高裁 はこれでいいか
有禽 ナ西 軽塚 栗山宮崎一円
熊會 甲田 洩列 斎藤軒あ響コ川

轍
酬振

砂 川裁 判を追って

20
向
の
信用
評
イ
統
を
も
つ
我
が
菌臨

の
法
暫
関
係
臼
鑑

法
律
年
鑑
鑑
簗
麓
欄

 年間の
汐
律関
係
記
録

資
料

女
献
続
剛
等
を
網
羅
/

日本評 論新 社駅 京鷹

589
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あ
℃

一

書

'、嚇●8鴨ワ゚

平
昌
雷
■
㎜レ

除
外
さ
れ
て
い
る
部
落

纈蟻
講

「貧
し
き
人
々
の
む
れ
」

いま
ま
で
石
こ
りの
よ
,に
あ
「
か

わ
れ、
見
す
ご
さ
れて
き
た
、
社
会
の

最
低
辺
に
う
ご
め
く
風
衆
の
姿
。
社会

の
体制
、
矛
膚
の
も
た
ら
す
為
あら
ゆ

る
抑圧
と
収
奪
を
し
い
ら
れ
て
き
環

最
も下
積
み
に
お
か
れ
て
い
る
民
衆
の

歴
史
。そ
の最
底
辺
に
生
き
る
人
た
ち

の
姿
が
明ら
か
にさ
れ
る
。
「日
本残

酷
物
琶
。.心
に
く
い
こ
む
よ
う
な魅

力
あ
る本
だ
。

そ
の第
一部
「貧
し
き
人
々
の
む

れ
」
が
出
た。
極
貧
の
海
辺
の
民
が
略

奪
者
と
な
る鞭

敵
対
と
奪
い
あ
い
の

山
の
民
の生
活
。
都
会
の
窮
迫
や
乞食

列
伝
。
10
えや
潤
簾
の
配
録
。
老
人
や

子
ど
も
に
女
の苦
行
な
ど
、
甥
き
者の

世
異

そ
れら
の
残
醗
と
悲
惨
が
、
多

く
の
伝承
や習
俗
な
ど
を
素
材
に
語
ら

れ
る
。
し
か
し
、そ
れが
過
表
の
物
諾
で
な

く
、
い
まも
なお
絡
って
い
な
い
こ
と

を
教
え
桑
社
豊
震
の
舞

を
捉

え
た
、
日
本
の最
露
辺
に
う
ず
も
れ
た

人
だ
ち
の
歴
史
で
あ
る
と
す
る
な
ら

は
、
そ
の
残
酷
梅
語を
、
朱
解
放
部
落

の
人
だ
ち
を
除
外
して
は
た
し
て
語
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろう
か
。
こ
の
本
を

説
ん
で
の
、
わ
た
し
の大
き
な
疑
問
で

あ
る
。
こ
の
「日
本残
酷
物
語
」
か
ら

は
、
部
落
は
、
銘
全
に
のけ
も
の
に
さ

れ
て
い
る
。

「貧
し
き
人
々
のむ
れ
」
、
そ
の
歴

史
に
お
い
て
も
、
そ
して
現
実
も
、
一

貫
し
て
最
も
貧
し
い
のが
部
落
の
人
た

ち
だ
。
『追
い
つ
め
ら
れ
た
人
々
」

(第
一章
)
も
、
「飢
え
の
記
録
」

(第
二
章
》
も
、
蓋
饗
署
の
世
界
」

(第
三
章
)
も
、ど
れ
も
み
な
、
部
落

を
ぬ
き
に
』
て
考
え
ら
れる
だ
ろ
う

か
。町
奉
行
所
に
よ
っ
て
「え
た
の
身
分

は
平
禺
の
七
分
の
一」
と
判
決
さ
れ
た

封
建
社
会
は
い
う
まで
も
な
い
圃
明
治

初
年
の
各
地
で
の
、え
た
狩
り
一揆
。

展
原
神
営
が
で
き
る
と
、天
轟
が参
拝

す
る
そ
の
沿
線
に
あ
る、
奈
良
県
の
あ

る
部
落
は
強
制
移
転
を
させ
ら
れ
た
。

ま
た
、
鯛
府
市
の
的
ケ漢
部
落
は
、
別

一 躍

 

　
㎜篇鰐㎜　瓢　

㎜

平
凡
社
編

谷

口

修

太

郎

府
温
鼠
に
、、ρ箇
搬
の
た
め
に
、強
制

立退
き
序
而
せ
ら
れ

行
き場
のな
い

部
落
の
人
た
ち
が
思
築
に
く
れ
てい
る

と
ころ
、
旨
憲
の
昇
に
よ
っ
て、
一っ

の部
落
全
部
が
完
全
に
焼
き
はら
わ
れ

た
。
大
正
も
終
り
の
こ
と
であ
る
。

こう
し
に、
部
路へ
の
残
唐さ
が
、

部
落
の
人
た
ち
に
、
い
か
に
残
酷な
生

活
を強
い
て
い
る
か
。

日
本の
残
酷
さ
答
、
鰻
も
集
中的
に

も
って
い
る
の
が
部
落
だ
と
い
える
。

部
落
を
つく
り
出
し
た
社
会
体網
が
、

日
本
の
残
酷
吻
語
を
生み
出
し
た
の

だ
。何
よ
り
、
藻
別
さ
れ
る
部
落が
現

実
に存
在
ず
る
と
い
う
こ
と
に
、今
日

の
日
本
の
い
ち
は
ん
の
残
酷
さ
が
あ

る。部落
序
除
外
した
「残
酷
物
語
」
で

は、
良
分
た
ち
も
残
嵐
だ
が
、
も
っと

ひ
ど
い部
落
が
あ
る
、
と
い
う
思
い
を

お
こさ
せは
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

「都
会
の窮
迫
」
で
、
京
都
七条
の
盗

人
宿が
出
て
く
る
(七
一、
七
二
貞
V

そ
こ
に
は
「高
瀬
川
に
そ
っ
た
京
都
七

条
の
朝
市
」
の写
真
と
と
も
に
「盗
人

宿
」
と
「盗品
市
」
に
つ
い
て
讃
ら
れ

て
る
。
こ
の
七
条は
部
落
だ
。
漿
都
の

庶
民
に
親
ま
れ
てき
た
朝
市
を
、
盗
品

市
と
だ
け
断
足
する
の
は
疑
間
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
別
と
し
て、
部
落
の
残
酷

さ
に
つ
い
て
は
器
ら
れな
く
て
、
部
落

の
も
っ
て
いる
悪
い現
象
面
だ
け
に
ふ

れ
る
の
で
は
、も
っと
も
ひ
ど
い
残
酷

さ
を
も
つ
て
い
る部
落
に対
す
る
差
別

に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て

「残
酷
吻
謁
」
も部
浩
の
せ
い
に
な
り

か
ね
な
い
。

そ
れ
で
は
、
日
本
の底
辺
を
え
く
り

そ
こ
に
こ
そ
民
衆の
エネ
ル
ギ
ー
を
見

い
出
そ
う
と
し
た
、す
く
れ
た
意
図
が

生
か
さ
れ
な
い
。

わ
た
し
は
不
満
はか
り
を
出
U
た
。

こ
の
本
が
意
図
す
るも
のに
大
い
に
共

感
ず
る
た
め
の
不満
であ
る
。
第
一部

に
つ
づ
い
て
出
さ
れ
る
「忘
れ
ら
れ
た

土
地
」
「鎖
国
の
悲
劇」
「保
陣
な
き

社
会
」
「近
代
の
時
黒
」と
つ
づ
く
五

部
ま
で
、
こ
の
禾満
を
も
ち
つ
づ
け
な

」莚
」

け
れ
ば
な
り
ψト
いの
で
b㊧
り
,
か。

(》
凡
社
刊
・A
5
判
」
じ
六
貝
・

ユ五
〇
円
)
(部
濯
閣
題
研
男
所専
任

甕
大学の構造自体に問題

号月想 」一「思

大学の自由をめぐる論争

立正橋高

大
学
の
自由
の
理
いに
つ
い
て
は
勝

用
守
一氏
が
西
洋
に
関
し
て
、
家
氷
」

郎
代
が
日
底
に
関
し
て
〒てー-
ξ
れ
歴
史

的
に
耗
ダ
ー規
イ

そ
の
現
へに
つ
い

ては
人
/
系
の
桑
原
武
ノ
氏
し
L艶
系

の橋
日
嘩
口域
力
、
惇
た
地
乃大
学
の

問
砂
ノ
和
原
丈
ー
氏

私
大
の
問題
オ

小
田
切
瀞

氏
力
そ
れ
ぞ
れ執
△、
そ

れ
に
大
学
院
と
学
蔀
の
学
弓
の
目
から

見
た
一大
学
の見
実
【カ
ー、り
れて

いる
。
ま
,κア
メ
リ
カ
に
お
け
るア
カ

デ
ミ
ヅク
。フ
リ
ー
ダ
ム
の
歴
史
と間

順
を
論
し
た
ホ
ー
ノ
ス
タ
ゾ
タ
:、
マ

ッキ
ー
バ
ー
の
轡
物
の
紹
介
が
ある
。

各
論
占
の
一致
1
て
い
る
貞
は
、現

在
日
本
の
大
学
の
目
由
は
危
機
に翻
し

てお
り
、
}ての
原
因
の
壬
藍
な
一γ
は

大
学
の内
部
に
、
つ
態
り
教
授
の
社会

的
賓
任
の
意
識
の
低
さ
に
あ
る
、と
い

う
こと
で
あ
る
。
勝
田
氏
は
大
学
の
自

治
が
、
歴
史
的
に
「探
究
的
糟
神
の
普

避
化
」
か
ら
生
ず
る
内
的
な
自
由
の欲

求
と
結
び
つ
か
な
い
で
、
一つ
の
特権

とし
て
、
形
式
的
な
も
の
と
し
て
発
展

し
て襲
た
と
い
う
こ
と
か
ら
石
の
こ
と

を
説
明
し
て
い
る
が
、
正
し
い
指
摘
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
問
題
は
こ
こ
か
り
始
謙
る。

主
と
して
編
樂
に
問
題
が
あ
ろ
う
が
、

こ
の特
集
を
醗
み
終
民て
、
各
論
者が

説
く
「大
学
の
臼
由
の
危
機
」
が
必
ず

しも
実
感
を
伴
わ
な
い
の
は
ど
う
し
た

こ
と
か。
な
る
ほ
ど
、
多
く
の
教
授
が

日
己
の学
問
に
つ
い
ζ
も
つ
社
会
的
貞

任
の憲
識
が
低
い
こ
と
は
レ
実
だ

だ

が
モ
れは
危
機
の
一様
相
で
あ
って

閃
て
ぱ
な
い
。

む
ー
り研
殆
ゐ
法
の
恥
化
、戦
後
の

大
学
の
,
会
的
位
慨
の
隻
化
、二
れ
に

"
5
欠
営
目
身
の
構
阻の踏
化
が
も
っ

と
つ
っ
こ
まる
へき
で
は
な
か
った

か
.
こ
の
貞
に
つ
い
て
は勝
田、
桑
原

氏
ら
に
指
摘
が
み
り
れ
る秤
度
"
(杉

原
氏
は
地
力
大
学
の
現
実
序実
記的
に

か
な
り
撃
理
し
て
お
り
れ
るが

大
学

の
押
へしが
あ
い
ま
い
。)

だ
か
ら
、
大
学
の
日
由
ピ
守る
た
め

に
は
と
,㊦
れ
は
よ
い
か
と
い
,実
鵬

的
な
方
向
は
必
r
し
も
朗確
にな
って

いな
い

勝
田
氏
が
教
授
と学
生と
の

連
蕩
ノ、
小
田
切
氏
が
そ
れ
に職
員
を

含
め
た
協
力
序
主
張
さ
れ
て
いる
が
、

一歩
Mち
人
っ
た
考
累
は
な
い
。
こ
の

間
題
苓
抜
き
に
し
て
、
家
永
氏
の
よう

に新
し
い
改
革
築
を
出
し
て
見
て
も、

多
く
の
は
あ
い
、
や
は
り
一つ
の
「期

待
」
に
と
ど
ま
る
ほ
か
は
な
か
ろ
っ。

し
か
し
現
段
階
で
大
学
の
自
由
の問

題を
新
し
く
提
起
し
、
そ
の
問
題
点
を

か
なり
は
っ
き
り
さ
せ
た
点
で
こ
の特

集
の意
昧
は
大
き
い
。
な
お
ア
メ
リ
カ

に
おけ
る
ア
カ
デ
ミ
ヅ
ク
・フリ
ーダ

ム
論は
公
式
に
は
ド
イ
ツ
的
な大
学
の

理
芯が
芝
配
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
的

な
現
実
に
直
面
ノで
い
る
現
在
の
日
本

の大
学
に
つい
て
考
える
時
、
大
い
に

示
唆的
で
あ
る
。
へ君
波
再
店
刊
・A

5判
・
一

ハ貝
・
一〇
〇
円
)
(経

済
学
部
大
字
院
博
士
課
糧
・大
学
の
自

治
研
究
会
会
員
)

エ
ル
ベ
の誓
い
も
む
な
し
く
、
ア
メ

リ
カ帝
国
主義
の
戦
略
体
制
に
よ
っ
て

、
再
び世
界
に冷
た
い
対
立
が
つ
く
ら

れ
、
アジ
ア
にも
朝
鮮
を
は
じ
め
各
地

に
戦
争
のあ
らし
が
ふ
き
す
さ
ん
だ
と

き
、
日
本
でも
慧
法
汐
無
祖
し
、
民
主

主
義
破
壊
の
企
てが
支
配
階
級
に
よ
っ

て
す
す
め
ら
れる
よ
う
に
な
つた
.

激
胃
に攻
撃が
く
わ
わ
り
、
権
力
支

配
が
富
さ
れ
は
じ

め
た
の
も
こ
の
ころ

か
ら
で
あ
る。

日
本
の
教
師
は、

禺
主
教
青
を
まも
り

に
教
師
と教
育
内
容
に
対
す
る
攻
撃
が

挑
ま
れは
じ
め
た
。

勤
謡反
対
斗
翁
は
、
こ
の
"
,な
独

占
と
描
力
の
支配
か
り数
育
序
ま
も
る

斗
い
であ
った
。
そ
の
た
め

教
師
た

ち
は
ほ
ん
とう
に
身そ
く
だ
い
て
父
恐

た
ち
と
話
し合
い
一'深
め
、
生
徒
た
ち

の
要
求
に耳
を
か
た
む
け
て
き
た
.
そ

し
て
こ
の真
剣
な
と
り
く
み
の
な
か
か

教
緯
偽
冠
品が
、小
冊
野
「国
民
教
骨
」

序
だ
し
た
のも
、
こ
の
よ
つな
規
場
教

師
の
切実
な
要
k
に
ごノ
民る
た
め
の

も
の
であ
っ
兀
そ
し
て
こ
れ
か
け
い

機
に
国
民
教
胃
'
と
い
う
躁
題
が
広

く
検討
さ
れる
よ
う
に
な
っ
た
。

い
わ
く
「国
民
教
育
ζは

禺
王
教

育
と
とう
異
る
の
か
」
い
わ
く
「戦
争

申
に
も国
民
教
背
と
い
い
、
園
民
学
桟

実
践
と
討
議
の
理
論
化

請
座
「整
鴛」
-
「
国
尾
例と
教
躍再
」
矢
川
征光
鵬

育
て
る
た
め
に
「平
和
と
真
実
拒
つ
ら

ぬ
≦

と
い
う
基
本
的
態
度
に
た
っ

て
、
も
く
も
くと
努力
を
か
さ
ね
て
き

た
。新
し
い
教育
には
い
ろ
い
ろ
欠
陥
も

あ
っ
た
け
れ
ど
も、
少
く
と
も
目
分
で

も
の
を
考
え
臼由
に積
掩
的
に
い
き
て

い
く
力
を
も
っ
た子
ど
も
た
ち
が
青
っ

て
い
っ
た
。
こ
の
こと
は
独
占
の
要
求

と
鋭
く
対
立す
る
こと
で
あ
り
必
然
的

『ゆ

き
の
し
左

は
、
新
日
本

文
学会
篠
井
支
部
の
故
申
野
鈴
子

(申野
雄
治の
増
藝

を
申
心
に
、

一九
五
一蝉
に
劇
刊
し
た
が
、
第
}

◎
号ま
で
は
、
全益
孕〉
よ
り
ハ政

治
的
主
張
〉
が
強
か
つ
た
。
そ
の
後

鷹
月
這
期
刊
行
を
守
り
つ
つ
、
一
九

箕
五
奪
に
「ゆ
き
の
し
た
の会
」
を

つ
く
り
、
第
一二
号
序葵
行
し、
一

九
五
七
年
二
月
に
二
〇
量
醐愈
号
を

出
し
覆

こ
の
蔑

凸黄
が
四〇

余
各
に
倍
加
し
、
サ
ー
ク
鐘

か

ら
文
莞

ーシ
と
し
て
の鳳
臓
そ

も
ち
は
じ
め
、
同
年
輔Q
月
「ゆ
き

の
し
奪
奪
會
」
♪歳
称
して
、
新

θ
杢
舞

支
部
と
別
組織
と

な
り
、
第
二
四
号
か
ら
同
会
の発
行

ξ
躍
っ
苓

こ
と
し
の
暫
呆
文
糞

薦
九回

大華

蕾

織がな

く
鷹
つ
覆
が
、
こ
れ
は、
私
たち
の

文
馨

の
経
過
とて
ら
し
あ

わ
せ
て
み
て
も
正
し
い。
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
私
た
ち
の
会
およ
び
各

地
域
で
の
グ
ル
ー
プ
の
文
学
越
勤
の

も
り
あ
が
り
が
、
新
臼
本
文
学
会の

あ
り
方
と
納
ぴ
つ
い
た
上
で
の、
人

風
の
文
学
エネ
ル
ギ
ー
の
よ
り幅
の

ひ
ら
い
縞
集
を
目
ざ
し
た
も
のと
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

私

た
ち
は
、
「中
央
」と
「地

方
」
と
い
っ
た
対
比
関
係で
(文
学
)

そ
考
え
て
は
い
な
い
。

「ゆ
き
の
し
た
文
学
会
は、
主
と

し
て
福
井
県
で
生
活
し
、は
たら
い

て
い
る
私
な
ち
が
、日
本
文
学
の
逮

産
を
正
し
く
う
け
つ
ぎ
、私
た
ち
の

生
活
と
労働
の
真
実
率5
つし
だ

し
、
ま
た
ま
も
h
た
かめ
る
文
学
を

つ
く
り
出
す
た
め
に
あ
つま
る
」
と

規
約
の
自的
に
パし
て
い
る
よ
う

に
、
地
域
的
毬
況
を
同
じ
くし
、
種

々
の
蚕

境
を
も
つ
ひ
己り
ひ
と

り
を
納
ぴ
つ
け
、
お
たが
い
の
生
活

を
た
か
め
、人
間
と
して
の
成
長
を

助
け
含
お
う
と
して
い
る
。
こ
の
よ

森 敬 一嶋

梅

原

ら
現
在
の
教
育
活動
の欠
随
は
ど
う
し

て
の
り
こ
え
る
のか
、
そ
し
て
本
当
に

敦
育
を
正
し
く
す
すめ
る
た
め
に
は
と

う
す
れ
は
い
い
の
かズ
琢
ん誌
し
合
っ

て
き
た
。

こ
の
な
か
か
ら
「国
民
散
育
の創

造
」
と
い
う
教
組
運動
のな
か
の
一
つ

の
基
本
方
針
が
2
,た
さ
れ
て
きた
の

で
あ
る
。

上
原
専
禄
氏
ら
の援
助メ
得
て

日

二
一=
=
「「一=
曹
一一

【

っ
と
積
極
的
に
総
合
的
に
研究
す
る

た
め
に
、
こ
の
集会
を
ひら
く
こと

に
し
た
わ
け
で
あ
る。

「生
活
と
文
学
」
の
テ:
マで
約
ム

0
名
の
参
加
者
が、
ジ
ャ
ン
ル別
の

う
な
申
か
ら生
み
だ
す
作
品
が、

「地
方
文
学
」
と
よ
は
れる
、
せ
諺

い
枠
づ
け
さ
れ
た
文
学
を指
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
ら
であ
る
。

ヨ
弄
県
」
と
い
う
地域
的
名称
の

位
置
づ
け
が
、
会
の
目
的
から
と
り

三
分
科
会
に
わ
か
れ
て
占
しあ
い

ぶ
お
こ
な
つ
た
。

こ
の
集
会
が
、な
別為
伺
/の
勘

待
に
た
だ
ち
に
こ
た
兀

よた
会
の

当
面
し
て
い
る
問題
み
夕
へ
て解
次

し
た
と
い
っ
しこ
り気
で
ーは
わ
兀

康

が
あ
つた
で
は
な
い

た
」
等
々
。
と
く
に

「階
級
教
育
か
国
民

教
育
か
」
と
い
う
題

は
一番
や
か
ま
し
く

論
ぜ
ら
れ
て
いる
.

育
木
驚
店
から
出
さ
れ
た
講
座
教
青

の
一国
風
教
育
」
は、
これ
ら
の
現
場

実
践
と
討
議
の
正
しい
整
理
と
理
論

化
を
助
け
㊧
も
の
と
し
て
聰
駄
深

い
。新
し
い
教
育
塗
動
の指
萌
と
し
て
是

井
一
陀う
す
す
め
た
い
。
(寓
本
欝
店

判
。A
,判

〇
四
K・
八
〇
円
)

(京
教
組
剛
萎
員
長
)

二

　
「

学
に
と
2
」、
}
哺の集
会
が
新
し
い

文
学
超
動
の
モ
メ
ント
と
な
り
、
ま

た
そ
の
費
メ
ント
準
私
た
ち
が
つ
か

み
た
し
、発
展さ
せ
て
い
く
こ
ヒ
に

は
げ
し
い樋
欲
片
感じ
て
い
る
の
こ

あ
る
.
さ
り
に
集
会
に、
稲
坪
ア
イ
リ
ノ

シ
ェ
。
ハ
ープ
合
奏
団
(私
た
ち
の

会
員
で
も
あ
るり
ー
ダ
ー
醜
田
光
司

は
い
ま
泉
都て
活
躍
し
て
い
る
)
と

福
井
劇
ノ
会が
穆
加
し
て
、
各
々
目

は
ず
さ
れ
る
き

会
は
さ
ら
に
発
展

の
度
含
い
を
ふ

か
め
る
だ
ろ
う

し
、
す
で
に
県
外

の
労
働
重
査
員

「地
方
」
の
枠
を
こ
え
て

に
含
ん
で
い
る
こ
と
から
で
も
、
そ

の
傾
同
を
い
ま
確
実
にζ
り
κだ
し

て
き
て
い
る
と
いえ
よ
つ。

こ

と
し
の
七月
、
私
た
ち
は

第
一回
文
学
研
究集
会
を
ひら
い
兀

毎
年
一月
に
は
、
総
会
を
ひ
ら
い

て
、
各
組
織
か
ら
の報
告
に
も
と
つ

い
『

し
こ
と
をし
り
べ会
の
方
餅

を
き
め
て
きた
が
、
お
お
む
ね
幽
欝

方
法
に
つ
い
ての
討
謡
が
窟
ね
ら
れ

て
き
た
の
で、
文
学
創
造
の
面
を
も

雪講
座
と
講
義

…

東
村

昨
無
千
葉
大
で
開
か
れ
た
医

学
学
生
ゼ
ミ
で
、
岡
山
医
大
で
は
新
カ

リ
キ
ュラ
ム
が
軌
道
に
の
っ
て
い
ると

発
表
し
て
い
た
、
四
年
の
間
に
イ
ン
タ

ー
ン期
間
に
や
る
へ竺
こ
と
み
や
っ
て

いる
。
学
部
畏

岡
山
大
学
の
こ
ζ
は
よ
、

知
って
い
る
が
、
ど
う
い
5
紬
果
に
な

る
か観
察
し
て
い
る
。
教
え
る
側
の
魚

担
が大
きく
て
、
研
究
の
醒
が
な
い
の

で
はな
いか
と
慰
っ
か
よ
い
蜘
は
と

り
入
れ
たい
。

小
野

仕化
学
喝族
ヒ
、形
氏
の
も

の
零
や
っ
てみ
た
が

勘
兀方

糞々
協

に
は
大
憂よ
い
カ
、
一つ
の
こ
と
ノ
字

孟
の
に
時間
が
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